
て変化することが砲かめられた。この試験は,植裁直後の幼令林地の縮尺2.0 〇 〇分の1 

図面にメッシュをかける方法で行なわれたが,このような程陷な図面がない埸合は,既成 

の縮尺5.0 0 〇分の1の森林基本図でも,充分とは言えないが一応の傾斜が得られること 

が・証明された。

5) 柄壊個所の条件を現地詡資によって求める試験では,世附,与川とも凹地形とその周辺 

の尾根地形について,土壊谀既の測定や小型地宸探査による地層の測I定から危険地判定の 

手がかりを得ることを試みたが,火山灰の層やルーズな崩穢土の層がある場合,測定やそ 

の結果の判読,さらにデーターと崩壊危険度との結びつき等に未知の部分が多く,期待し 

た成果をあげるには至らなかった。

6) 昭和3 4年,昭和4 4年前期,昭和4 4年後期,昭和4 9年の通笆16年間4初の空中 

写真を用い,溪床の髙さの変化を測定した。4 4年の災害の前後の写真の測定値を中心に 

検討すると,流域の林相が良い場合や治山エ車が密に施工してある溪流では堆積が生じに 

くいが,反対に崩壊地の多い流域では堆積を生じて,下流の災害の危険性を大きくすると 

考えられる。

7) 上山沢の3地区をえらび,各地区の渓流の主要な点の横断面を空中写真測燈によって求 

め,ここに有効高さ1,4 , 7 ,1〇各メ ートルの堰堤を作った場合を想定して,有効高 

と堰・樂体術から堰堤体積1/当りの溪床勾配緩和効果を求めた。この地区の場合,効果の 

程度は堰堤の底面の延長と相関が高く,また有効高さ別にみた場合体約1T当りの溪床勾 

配緩和効果は右効高4れの場合が最も大で次いで1m , 7 m ,l〇 mの順になる。

-2 5 2-
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航空実播跡地の保育管理
ODC 5 8 7.2/. 7 ： 624

! 我験担当者

防災部治山第2研究室 岩川幹夫,原 敏男

I！試験目的

航空実插エは,近代緑化工における最も能率的,省力的な緑化工法であるが,緑化基盤の整備 

•安定が十分行われない喧は施工されることや,縁化資材(とくに肥土,被度材等)の導入责が 

人力的施工にくらべて軽度であることなどから,緑化成績は立地条件による差が現われやすく, 

緑化不良や早期衰退を生ずることも少なくないのが現状で,施工跡地における永続的緑化のため 

の保育管理技術の確立がつよく望京れているところである。

このため•航空実播工が集中的に行われた施工跡地について,立地条件別,施工経過年別等に 

よる緑化形成や推移について調査し,保育適期の判定を行うとともに,保全機能のたかい林叢形 

成を促進し,恒続的左緑イ匕をはかるための効果的な手入れ管理方法についての指針をうるもので 

ある。

n 試験•経過とえられた成杲

L 調査地およぴ調査方法

航空実播工が集中的,経年的に施工された主な地域のうち,地質,基岩等による区分から最 

も対象が広い花崗岩類地帯を主とし,このほか中•古生•膚地帯および表層地質として比較的多 

く生ずるロ ー厶層等の火山堆料物地帯についても調査した。

現地調査は,第1年度(昭和4 9年度)は花崗岩類地域の岐阜県恵那山地区,中•古生層地 

域の栃木泉足尾地区,火山堆積物地域の長野県八ヶ岳地区を,第2年度(昭和5 0年度)には 

花崗岩類地域の神奈川県丹沢山地区を,第3年度(昭和51年度)には花崗岩類地域の新潟県 

薬師岳国有林および滋賀県比良山地区の調査を行った。

調査地における緑化状況の測定については全植物被旋のほか,種類別についてはそれぞれの 

被覆度と生育高を測定した。とりはとめに際しては被度と生育高による優占度として求め,種 

類別畦たは生活型別に検討した。左お,緑化衰退斜面の取扱い・(.保育)に関しては,一部現地・ 

に迫肥方法に関する試験ブロットを設けて,緑化回復,恒続的緑化方法に関する基礎的かつ具 

体的な方法について検討した。



2溯査地別緑化状況

1)花崩岩類地域

(1)恵那山地区

調査地は恵那山地区の標高90〇〜1,5 0 0 mのところで,Q 0 2〜Q 0 3 haていどの 

小崩壊地が集中的に発生した地域である。基岩は深層風化をうけた班品質花崗岩地带で, 

傾斜は3 〇〜4 0°前後であるが,のり頭などでは6 〇0近い部分も生じている。積雪は 

少左く,冬期凍上がはげしいため,不安定土砂の発生と崩落を生じ,これに起因して夏期 

の強雨による侵食のために荒廃が拡大する。

気象的条件は年平均気温は1TC,年降水蛍は2, 7 〇 0,"でかなり多い。秋雪深は1m 

以下である。

航空実播は昭和4 2年度からはじまり,發生剤にはアスフ7ルト乳剤を使用する方法に 

•よっているc 4 2〜4 3年ころの施工跡地の緑化形成は,法面周辺部まどで斷土のある 

部分では緑化が維持されたが,急斜瘠悪な基盤斜面では当年における緑化成績も不良で, 

冬期の凍上による影饗が強いため,翌年にはだとんど崩落退化し,全植被はわずか1〇% 
ていどに退行したところが多かったとされている。

導入植物はウィーピンク・•ラブ•クラス(W •L •G)ケンタッキー•31•フェスク

(K • 31• F )レッド・トッブ(R • T )などであるが,W - L • Gは乾燥斜面でも吿 

育が保たれたが,K • 31• Fは法面下部の喚地や日陰斜面によく生立する傾向がしめ 

された。

調査時点における植生の残存する斜面にはヨクソミネパリ,リョウブ,ウリハダカエデ, 

コハクウンボク,コアジサイ,クマイチゴ,ヤマホウコ,ヤクシソウ,ヒヨドリパナ,イ 

タドリ,ススキ,アズマネザサ,スゲ左どがあり,斜面はまだ不安定な傾向をしめし,先 

駆的植物群が点生するていどである。前述のような経験からそれ以後は,施工基盤の改善 

の必要が欠かせ左いものとされ,斜面の土止めや侵食防止のために擁壁エや,png板な 

どが併用されるようになり,4 5年度ころの施工地では緑化成績が顕著に改善されるよう 

になったとされている。

さて,調査地における約5年後の緑化形成をみると表ー1のようである。全植被は6 0 

～1〇 〇%をしめし,表土の移動は侄とんどみられない。草生緑化後に導入されたヒノキ, 

イタチハギも生立し,こと,にイタチハギの生立は良好である。侵入種は,フジウツギ,リ 

ョウブや,一部にヨクソミネバリ,ノリウツギ,ダンコウバイなどの先駆的樹種もみとめ
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表ー1 法面緑被状況(忠那山地区•施工後5年)

調査地番号 1 2 3 4
ご 優

植物被度(％)全 100 100 70 60

木 本 〃(侈) 80 40 50, + 在 占

草 本 〃(％ ) 60 90 60 60
度 度

出現種数 13 11 7 6

イタチハギ 5 3 4 IV 90

導 ヒ ノ キ + + + IV 28

ア カ マ ッ + n 15
ヤマノ、ンノキ +

... U 23

入 ヨ モ ギ 2 2 2 + V 57

イタ ドリ 2 + + + V 57

K • 3 1• F 3 4 UI 49
種’ W • L • G 2 4 HI .3 7

R • T •3 2 m 33

フジウツキ + + + rv 33

侵 リ ョ ウブ + + m 51

ヨグソミネバリ 4- n 31

ノリウツギ + n 31

入 ダンコウバイ + n 25
ヤマホウコ + 2 + + V 57

ス ス キ + n 21

種 ヒヨドリバナ + H 11
ヤクシソウ

1 n 11

られた。昭和4 6年度ころからは土止め基礎工に古タイヤが活用されるようになり,表土 

の安定に積極的に努力が払われたため,植被形成は良好な結果がえられている。しかし, 

急斜,瘠悪,乾燥斜面では,緑化不良個所も生じている。施工後4〜5年を経過した斜面 

では,木本の侵入が多いところもみられ,リョウブ,コナラ,モミヂイチゴ,ヨダソミネ

—25 7 —



表ー 2法面緑被状況(恵那山地区•施工後4年)

調査地番号 1 2
1
-3_ 4

常

|優

1
全 植物被度(％) 100 100 501 80

木 本< 〃 ( ％ ) 80 10 10 ；20 在 占

草 本 〃(負) 20 100 50 80 fit
出現種数 1 3 11 9 9

アカマッ + 11 28
導 ヤシャブシ

1 
i + 11 5

ヤマノ、ンノキ
1

+ 11 82
入 ヨ モ ギ + 3 2 3 V 65

イタ ドリ 2 4- 出 21
種 C • R • E 3 + 出 24

W • L • G 4 II 27
リョウブ 2 + + IV 33
コ ナ ラ + + 坦 13
モミジイチゴ + + 12

侵 ヨダソミネバリ + + 舟 9
ヤマモミジ + + in 7
シ ロ モ ジ 2 ■ 11 13
ニシキウツギ + U 7
ウリハダカエデ + U 4
イヌシテ + U 2

入 ア セ ピ + n 2
ミツバツツジ + u 1

サ サ + ii 4
ヤマホウコ + 3 2 + V 40
ヤマシロギク + + + IV 4
ヒヨドリバナ + n 3

種 ウ ド + u 3
ヤクシソウ + .IL 1
ウラハダサ + n 1
コ ケ 4 n 25
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表一 3 法面緑被状況(恵那山地区•施工後3年)

幽査地番 号 1 2 3 4 5 6
常 優

全 植物被 度(%) 50 90 80 60 60 80
木 本 〃 (%) 10 10 50 10 30 50 在 占

草 本 〃 (%) 50 90 50 60 60 70
度 度

出現種 X、 14 1 5 1 6 9 10 6
ア カ マ ッ(口代) + 2 2 + + + V 11

導
ヤマノ、ンノ キ(植栽) + + + III 51
ヤシャブ シ(植栽) + I 11
ヒ ノ キ + + I 20

入 W • L • G 3 5 2 4 2 4 V 85
R ・ T 3 + + + 4 V 53
W h - C + + + + + V 9

種
ョ モ ギ 2 + + 2 + + V 28
イタ ド リ、 2 + + + IV 44
K • 3 1. F + + + in 9
クマイチ ゴ + + a 22
ョダソミネハ リ 2 . i 9

侵

ウリハダカエデ

ク ロ モ ジ

+
+

i

i

9

3
ツ ガ + i 3
ヤ マ ハ ギ 2 i 34
ヤマモミ ジ 2 i 6
ニシキウツ ギ + i 15
コ ナ ラ + i 7

入 モミジイチ ゴ + r 15
ツルウメモドキ + i 5
ヘクソカズラ + i 4
ヤマホウ コ 2 4- + + + V 34.
ス ス キ + 2 + ifl 38

種

ヤクシソ ウ + + + HI 14
ヒヨドリバナ + + JI 20
フ キ + ' + U 7
ス ゲ + I 5
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•パリ,シロモジ,ニシキウツギなどが点生し(表ー2),草本では先駆的なヤマホウコ, 

ヤマシロギクなどが多い。また表面にはコケ類の拡がるところもみられる。4 7年ころか 

らは,実福に先行してタイヤ秋エ,PNC板筋エなどが積極的に施工されているが,これ 

らの施工跡の縁被状況は表ー 2, 3のようである。とくに法面には苗木栖裁のための作業 

用足場をかねて斜面長2加ごとに悟10mの小筋をつけて実播する方法も行なわれている。 

PNC板土止工とカヤ筋工を併用したところでは,ヒノキ,ヤマハンノキ,ヤシャブシな 

どの植裁木は,15 〇〜2 0 0c川の伸長址がみられ,アカマツも5 〇〜10 Ocmに生育し 

ている。木本被度は5 〇%,草本は5 %ていどをしめし,全栖被は8 〇%ていどでかなり 

安定し,草本類はW・L - G,イタドリが多くみられるが,R - Tは衰退の傾向がみとめ 

られる。基礎工にタイヤ積工を活用しているところは,全植被9 〇%であるがW • L • G 

が做とんどで,木本殺の植被はアカマツ,ヒノキなどが1〇%ていど,伸長量は6 〇〜70 

仞をしめしている。また在来植生の侵入も点生するのがみとめられ,ムラサキシキブ,ナ 

ナカマド,キブシ,ガクアジサイ,コハクウンボク,クラノキ,ネザサ,ツルウメモドキ, 

クマイチゴなどの木本類も生じている。左お,従来木本類の導入は草生緑化後に行左って 

きたが,活著および生育が必ずしも良好では左かったため,昭和4 7年度からは,実播に 

先行して苗木植栽を行なうことが試みられた。つまり草生緑イ匕後の栖栽では,せっかくの 

緑化法面を再び荒らして,不成績をまねく原因となることがあることや,これ欢での経験 

からは,草生緑化後の斜面に導入された比較的小苗は,活若やその後の生育が十分期待さ 

れないことが少なくないためである。4 8〜4 9年ころに試みられた先行植栽斜面の,1 

〜2年後に右・ける緑被状況は表ー 4, 5のようである。植栽苗の活着状況は,斜面にょっ 

てかなり差があるが,残存木の生育は良好なところが多い。地表はW・L・G, R・T, 

ヨモギなどの導入植生によって被徴が保たれている。左お,施工当初の緑被形成は,表土 

の条件ごとに表土の湿度,歩よび厚さ,養料条件左どによってかなりの差が生ずるのは, 

花崗岩類地带の一般的な現象とみられるが,施工当初の不成績地は,早期に(当年の手入 

れも含む)手入れを行なうことが望咬れ,また初期緑化形成後に衰退が起る斜面では,翌 

年またはその後の状況により,早期に追肥左どの手入れをすることが,恒続緑化のために 

は,欠かせ宏いところである。
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表ー 4 法面緑被状況(恵那山地区•施工後2年)

調査地番号 1 2 3 4 5
優

全 植物被度(名) 100 70 80 70 50
常

木 本 〃(労) + + + 10 30 在 占

草 本 〃(丹) 100 70 80 70 50
度 度

出現秘・数 10 11 1 〇 10 7

アカマッ(植栽) + + + 2 2 V 17

ヤシャブシ(植栽) + + + 3 IV 12

ヤマハンノキ(植栽) + + + + IV 17

導
W • L • G

R • T

+

3

4

2

3

4

4

3

4

2

V

V

52

79

入
ヨ モ ギ

イ タ ドリ

3

+

+

+

3

+

2

+

2

+

V

V

67

52

a
Wh • 〇 2 + + + IV 12

K • 3 1• F 3 + + in 22

侵
モミジイチゴ + i 12
ヤマホウコ + + + • m 8

入
エノコログサ 4- i 3
ス ミ レ + i 2

種
ス ス キ

フ キ

2

+

i

i

19

• 4
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表ー 5法面緑被状況(恵那山地区•施工当年)

調査地番号
f1

1 2 3 4 5
常 優

全 植物被度(％) 90 30 80 40 60

木 本 〃(％ ) + + + 在 占“

草 本 〃(％) 90 30 80 40 60
•度 度

出現種数 7 5 10 8 4

アカマッ(柩裁) + + + ill 31

導 ヤマハンノキ(植我) + + U 24

・ヤシャブシ(植栽) + I 1 7

W • L • G 5 3 4 3 4 V 100

入 ヨ モ ギ 2 + 2 2 3 V 64

イタ ドリ + + + + + V 42

R •・T + + + + 2 V 27
種 K • 3 1• F + + + ill 1 6

K • B • G + + n 6

リョウブ + + u 39
ヤマホウコ + - 6

⑵新潟県薬師岳国有林地区•

この地域は昭和4 2年の羽越水害時に大発生した崩壊地に,昭和4 3年度から航空実播 

工が継続的に施工された跡地で,海岸からは5〜3 0 Km前後は左れた標高1〇 〇〜5 0 〇 

mの低山地带である。崩壊地は深屈風化の基盤で,傾斜が3 5°〜5 0°である。表土が 

比較的多く残積し強雨の際は表面に侵食溝を生じやすいため,4 5年ころからは,実播材 

料の定着と,生立した植物の生育促進をねらいとして斜面に直高1.5 mの間隔に幅2 〇瑚 

の小段が設けられている。はた,木本類の植栽を実插前に先行する方法も早くから試みら 

れている。表ー 6, 7はアカマツ,イタチハギを植栽してから実播した箇所の数年後の状 

況であるが,活着および生育は比較的良好である。侵入植物も斜面の条件によって差があ 

るが,土じょう湿度および表土が比較的多い斜面ではタ二ウツギ,アカマツ,タラノキ, 

ススキ,メドハギ,ヨモギなどがある。周辺からクズの侵入拡大がみとめられるが,繁茂 
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表一 6 法面禄被状況(薬師岳国在林地区•施工後7年)

調査地番号 1 2 ' 3 ! 4
-----------------------------------------------------------1---------- 1------— ———-常 優

全 植物被度(佑) 80 90 90 90

木 本 "(％ ) 50 50 20 70 在 占

草 本 〃(％ ) 60 50 90 40
度

出現種数 14 15 9 8

導 アカマツ(植栽) 3 3 1 4 V 100
入 イタチハギ + + • + IV 17
積 W • L ・ G 1 3 5 3 V 59

タニウツギ + + + IV 23

ア カ マ ッ 1 + 1 IV 12

タ ラ ノ キ + + III 10
号

ミ ズナラ + + in 6

ウ ル シ + n 3

マンリョウ + ii 3

ヤ マ ハ ギ + u 9

モミジイチゴ + n 7

イヮガラミ + + in 6
入

フ ジ + n 7

ク ズ + + + 3 V 28

サ サ + H 5
ス ス キ + + + IV 19

メ ドハギ + + + IV 13

種
ヨ モ ギ + + + IV 10

ダケニクサ + + in 19

ヤクシソウ + i 3

ス ゲ
-

+ i •. 3
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表ー 7 法面緑被状況(薬師岳国冇林•庖区•施工後6年)

調査地番号 1 i 2 3 1 i 4 5 6 7 i 8 3 9 I
全植物被度(％) 80 80 1 80 '50 80 60 50 ! 50

木本 〃(％ ) ；40 40 i 70 30 + 1 〇 + 10
)在

占

茸：本 〃(％ ) i 80 80 80 50 80 60 ；50 50 •,・

度
!度

出現種敬 9 9 9 8 9 8 8 8

アカマッ 3 3 3 3 + +
1 …—

IV 90

X イタチハギ(植裁) + + fl 3

W • L ,• G + + 4- + m 9

R •,: T 4 2 3 3 HI 42

ミズナラ 1, + + + + + IV 86

1 アカマ ッ + + + + m 7
:位

ヤブツバキ + + + + If! 1 6

1 ヤマッツジ 4- + + + UI 1 6

ウバヒガン + + + + 1,1 30

イヌツゲ + . + u 3

入 ネ ジ;キ + + ii 8

ス ス キ 5 5 3 3 + + + + V 93

メ ドハギ + + 1 1 + + IV 13

アキノキリン/ウ + + + + + IV 1 4

種 ヒメスイバ 2 1 + + UI 13

ス ・ゲ + I 3

コ ケ 1 1 H 7

が盛んにをると法面植生が長期間に亘って被圧され,木本植生への推移も停滞すると思わ 

れる。なお,基微条件によって緑化の差がみられ,表ー7は<4 tでは花崗岩類を基盤と 

した斜面に筋切りを行なっているカ 、,府5〜8の調査斜面は第三紀層の頁岩を基盤とする 

ところで,斜面の筋切りは行なわずに実播されたところである。前者は木本の生立がえら 

れているが,後者は衰退がみられる。導入植物ではR - Tが後者の地区における生育がよ 

いほか,侵入植生ではアカマツも生立しはじめており,基盤の湿度,養料,草生被度との

—2 6 4 —

表ー 8法面緑被状況(薬師岳国有・林地区・施行後3年)

通奩地畚号 1 2 A 1 .4 : 4
以

占

度—

全植物被度(％ ) 

木本 〃(％ )

草本 "(务)

90
80
90

90
10
80

70
+

70

100 
+

100

吊

在

度
出現種敌 13 1 6 | 13 11

導

入

时!

ヤシャブシ 

イタチハギ(植栽) 

アカマツ(植哉)

Wh ・ 〇

C • R • F
W • L • G
R • T

+
5

・

+

4

—

+
+

+

1

+

+

+
+
+
5
+

IV 
II 
n 
IV 
IV 
ni 
n

5 1
45

_21_
6
6

4 4
6

侵

入

種

タ二・ウツギ 

アカマツ 

ミ ズナラ 

リョ ウブ

バッコヤナギ 

ハ ン ノ キ 

イタチハギ 

キシャブシ 

オオカメノキ 

ヤブツバキ 

ヤマモミジ 

ガマズミ 

ウバヒガン 

キ リ

フ ジ

+
+
十

+

+
+
+

+
+

+
+

+ ;
+
+
+

+

+ 
+ 
+

+

+

+

+

IV 
IV 
IV 
in 
1U 
ii 
n 
a 
ii 
ii 
ii 
ii 
n 
ii 
u

46
11
41
31
21
26

2
3

16
6
6
6

1 6
11
11

ス ス キ

ウ ド

フ キ

ヒ メスイバ

ヨ ,モ ギ

ヨツバヒヨドリ ・

アキノキリンソウ

ジシバ り

コ ケ

4 
+

5
+
+

+
+

4
+
+
+

+
+

+

+

+

V 
IV 
m 
in 
n 
u 
u 
u 
u

100
41
11

4
6

21
11

2
1

265 —



表一9法面緑被状況(薬師岳国有林地区•施工後2年)

-------1
調登地番号 , 1 2 3

-常 優
1全植物被度(％) 100 100 :100

木本 〃(％ ) 70 70 80 在 占・

草本 〃(％) 100 100 :100
度 度

出現種数 14 14 7

)イタチハギ(描栽) 4 4 4 1 V 100

導 1ヤ/ジャブシ 1 + IV 48

W • L • G 1 1 + V 28

入 Wh • C + + + V 9

R • T 2 2 IV • 24

種 C • R • F 1 3 IV 28

K • 3 1・ F + U 4

タニウツギ + + IV 45

侵

バッコヤ、ナギ

イヌシデ

+

+

+

+

IV

IV

37

1 6

アカメガシワ + U 22

ムラサキシキブ + II 15

クマイチゴ + U 11

入

イタチハギ

アカマ ッ

+

+

U

II

4

4

ス ス キ 4 5 3 V 100

メ ドハギ 3 II 1 9

ヤマシロギク + u 11

種,、

ヨツバヒヨドリ

メ ヒ・シパ

+

+ ■

11

U

11

4

フ キ + 11 4

関係がうかがわれる。このほか,侵入植生では花崗岩類の斜而ではヤマッツジ,ヤブツバ 

キ,ウバメガシ,ネジキなどの乾燥性の植物が多い傾向がみられ,導入した草本類の退行 

した斜面にはススキが優占的に侵入している。荒川町元山国有林内低は第三紀層の風化の 

進んだ地域がみられるが,施工後初期の緑化成績は表ー 8 , 9にみられるように比較的良 

好である。導入木本類では低木のイタチハギが活羌,生育がよいが,高木性の種類は生立 

が少ない。導入草木ではR • T, Wh • C, C • R・Fなどがみられるカ,基盤の湿度条 

件その他は,花崗岩類と異たること’がうかがわれ,木本類もパッコヤナギ,イヌシデ,夕 

ニウツギなどの侵入もみられ,草木類のススキは最も優占的に生立している。

(3)神奈川咔丹沢山地区

調査地は神奈川県西部の中川地区で,昭和4 7年7月の集中豪雨によって多数の崩掇地 

を生じたところである。基岩は深成岩の石英閃緑岩であるが,表土は関東口ームが残積し 

ているところも少なくない。標高は5 〇 〇〜7 〇 〇いのところで,斜面はほぼ南〜南西面 

が多く,傾斜は2 5〜4 0°である。年平均気温は約18"〇,年降水趣は2, 2 〇 0いてい 

どである。

航空実播は昭和4 8年度から実行されているが,一部施工に際しては編柵工およぴ階段 

工が併用されている。実播種子はK • 31・F, W・L • Gなどのほか,在来草本のス皿 

キ,ヨモギ,イタドリを用いた。なお«,木本種子はニセアカシア,エニシダ,ヤマハギ, 

ヤシャブシなどを,草本との粒赦割合にして5 〇%以上使用している。斜面の周縁部や下 

部斜面にはロームの残積土や堆秋土がかなりみられるが,斜面基盤は石英閃緑岩で,急斜 

面や長大斜面では,基岩が露出した瘠悪斜面となるところが多い。基岩斜面では,初期緑 

化の不成績や,侵食移動して裸地化するところが少なくないが,初期緑化の不良を斜面や, 

衰退斜面では翌年性で放置されれば裸地化への移行が著しいので,当年中に追肥等の手入 

れが望硬れる。比較的表土があるところや,傾斜のゆるいところ,N側方位にあるところ 

では.縁化形成が良好である。施工後まだ短年であるので,実播による導入植生で緑被が 

保たれているが,木本導入覺が草本との割合で5 〇%以上と思われるところでは,混播に 

よって高木類を含む木本が生立している。表ー1〇は施工後3年を経過した斜面であるが, 

木本類がすでに草本類に優占して林踱形成が進行し,ニセアカシアは2 〇 〇〜3 〇 Ocmて 

いどの伸長がみられ,ヤシYブシ,ヤマハVノキも7 〇〜10 Ocmに伸びている。このほ 

か編柵工などの施工された階段部分ではニセアカシアが帯状に密生しているところや,階 

段工部分ではヤシャブシ,ヤマハンノキなどの生立も多くみられ,草本類はW・L・Gが 

金面的に被覆を形成し,K • 31• F,ヨモギ,ススキが混生している。基岩の現われた 

斜面では施工後3年ていどでは唾だ侵入植生は比較的少なく,タケニダサ,ヘビイチゴ,
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表一11 法面緑被状況(丹沢山地区•施工後3年)

譌査地褚号 1 2

全 植 物被 度(％) 80 80
冨 優

木 本 (%) 70 70 在 占

草 本 n (%) 1 〇 1 〇
度 度

出 現 種 数 14 11

ヤ シ ャブ シ 3 3 V 86
導

ヤ マ ハンノ キ 3 2 V 79

ヤ マ ハ ギ + + V 23

入
K

〇

• 3 1•

R •

F

F

1

1

1

4-

V

V

36

31

ョ モ ギ + ,4- V 30

籾

ス

イ

ス

タ ド

キ

リ

+

+

4- V

in

52

11

侵
フ

シ

ジ

キウッ

ウッ

ギ

ギ

+

+

in

in

29

15

バ ツ コヤナ ギ 4- UI 11

入
ヤ

コ

マ

才

ホウ

トギ

コ

り

+

+

+ V

Ul

21

13

メ ドハ ギ + in 11

種
ウ

ス

ラ ハグ サ

ゲ +

4-～

4-

;in

V

11

23

テキリスゲなどがわずかにみとめられるだけである(表-11)。以上のほか関東口ーム 

層の残積土斜面ではK - 31-F,クリーピング・レッド・フェスク(C・R・F),ベ 

レニアル・ライ・クラス(p • R • G )左どもW・L • Gと混生じている(表12,13), 

が,これらの斜面では実播による木本類の生立するところが所々にあり,混播による木本 

の導入が十分可能であり,実播による林叢形成カ母附しうるものとおもわれた。とくに表 

-13は,湿性斜面で,C • R • F, K • 31• F, W • L • Gなどの草本が密に生立し 

ているにもかかわらす,調査地番号・. 3, 4 , 7 , 8はニセアカシアがとくに密に生立し,
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表ー12法面緑被状況(丹沢山地区•施工後2年)

調査地番号 1 ！ 傍

全 植物被度(％) 6 〇

木 本 〃(％ ) 1 〇 占

草 本 〃(％ ) 6 〇

出現種数 1 2
度

ヤシャブシ 1 3 9

導 ヤマハンノキ +

ニセアカシア + 1 5

エ ニ シ ダ + 5 2

入 ヤマハギ + 3 5

K • 3 1• F 3 8 9

W • L • G 1 5 〇

種 ヨ モ ギ + 7

イタ ト・り + 4 1

侵 フジウッギ + 1 3

入 ウ・ッ ギ + 1 3

種 メ ドハギ + 7

府7はエニシダの生立も多いところで,斜面下部の堆積土には点生的に侵入種類が多くみ 

られるところもある。表一14,15は施工当年の緑化形成斜面であるが,表一14の％: 

1〜3は基岩の露出する堅地盤で,乾燥が強いため全植被とも比較的少なく木本類も少左 

い。•草本類もW • L • Gが多く,侵入植生もフジウツギ,モミジイチゴ,ススキなどが点 

生しているていどである。な4～5は関東ロームの残積地で咨るが,木本ではニセアカシ 

アがかなり生立し,W • L • G, C • R • F； P • R • Gなどによる緑被が保たれている〇 

前者は,早期に迫肥手入れが望まれるところであるが,これに対してローム斜面はか左り 

良好な被覆形成である。表ー15は基盤は花崗閃緑岩であるが,林縁に接して比較的日陰 

が保たれるためK • 31• F, 0 • R • Fなどによる草生緑被が多く,このため木本の止 

立は抑制されている。侵入木本類は,既存残積土によるものとみられる。

2 7 0 •
-2 7 1—

表一13 法面緑被状況(丹沢山地区•施行後2年)

:----1
渕査地番号 1 2 1 3 i-4 1 5 3 7 1 8

優
!全 植物被價(％ ) [ 60 100 100 100 \ 90 1100 90 100 吊

木 本 〃(多) + + 20 30 4- + 80 50 在 占

草 本 〃(必) 60 100 100 100 90 100 40 100
度

出現称数 18 18 12 14 1 4 1 5 9 st

ニセアカシア + + 3 3 + + 3 3 V 57
導 エ ニ シ タ・ + + + + + + 4 + V 42

ヤ マ ハ ギ + + + + + 3 + V 54
ヤシャブシ + + n 5
C • R • F 5 5 3 3 4 3 3 V 73

入 K • 3 1• F 1 1 3 3 + 4 + 3 V 57
W • L • G 4 + + + + 2 + V 37
メ ドハギ + + 2 + + + + 1 V 30
〇 ・ G + + u 7

種 ヨ モ ギ + + 4- u 9
Wh ・ 〇 + i 1
フジウッギ + + + + in 21
ウ ツ ギ + + 4- + itl 8

侵
ニシキウツギ + + + + in 13
バッコヤナギ + + n 10
バライチゴ + + n 5
フサザクラ + i 4
キ ブ シ + i 1
モミジイチゴ + .i 1
ヤマハンノキ + i 1
クマイチゴ + i 4
ミヤコザサ + i 3

人
ス ス キ + + 3 + + + + + V 59
イ タ ドリ + + 1 + + IV 23
フ キ + + + + + IV 10
ヤクシソウ + + + 4- in 11
ヤマホウコ + + n 5
ヨ メ ナ + + u 5
ウ ド + + ii 12

稲
タケニダサ + + £1 18
ア ザ ミ + i 3
ア カ ソ + i 4

-_____
ス ゲ + + I n 1



表ー14法面好秘扶況(丹沢山地区•施工当年秋)

調査地番号 1
I 2
j 3 4 5

- 常 優
r 全植物被全(的) 7.0 '•8 0 80 100 100

? ・ ・:
本本 〃(％) +

1 * w
:+ .+ 20 10 在 占

レ
、其.本" 〃(％) 70 80 80 100 100

-度 度*—
出;演瓶数 眼

i 14 1
：• 9 • 7 7

ニセアカシア + • + + 2 1 V 32

導 エ ニ シダ’ + +
1
i • + + IV 1 2

•1 ヤ マ ハ ギ + • + 1 \ • + + IV 10
? ら VV - L ?,G ■< ,3 2 '4 5 + V 100

/ : •・入 ,C • R • F + 3 2 3 3 V 61

メ ドハギ + + + + + V 11
S P • R ・ G 3 3 2 5 IV 79

径 ヨ モ ギ + 1 '+ ■ 11 7

K • 3 1• F I 20
一...・・・

モミジイチゴ + + i + 出 20

•“ 一 侵 フジウツギ +
1 

+ 11 12

j I ウ ツ ギ + I 6
«

入 ス ス キ + + + in 42

タケニクサ + +1 n 24

種 ヤクシソウ + J
+ i n 「 1 2

'! フ キ
______________ Ll

>i1 + !1 + ノ •• i n 8
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•表ー15 法面緑被状況’(丹沢山地区•施工当年秋)

調査地祐号 1 2 3 ；4 |常

1
1

1 |
全 植物被度(但), 100 80 90 40

優
•

木 本 〃(％ ) + 10 + + 在 占

草 本 〃(％ ) 100 70 90 • 40
度

出・現種数 10 11 6 4
哭

エ ニ シダ + + + + V 23

導 二・セアカシア + + 111 14

ヤシャブシ + I 4

K • 3 1• F 4 3 3 3 V 100

入 C • R • F 5 3 2 1 V 86

W • L • G + + 4 1 V 53

I • L • G 2 I 24

ヨ モ ギ + + m 11

メ ドハギ + i 14
ニシキウツギ + + IU 7

侵 キ ブ シ + i 4

モミジイチゴ + .1 30

入 タ ラノ キ + i 4

シバヤナギ・ + i 11
種 フ キ + • i 11

ス ゲ 1 + i 11

(4)滋賀県比良山地区

調査地は琵琶湖の西側に面している比良山地区の崩壊地で,標高・およそ1,。 〇 〇布内外 

のところである。大部分は粗粒花崗岩の壮年地形で傾斜は急である。この地域は航空実播 

工が初めて試行された地域で,調査地は昭和3 8〜41年に実播したところである。斜面 

傾斜が3 5〜4 0°以上の,急斜地では,強雨の際には表土の:移動が起こり,侵食溝が拡大 

して水路状となり,表面の不安定化も生ずるため,立地条件に応じた基礎の施工は効果的
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である。初期の施工地ではW • L • Gの優占した緑被形成で,表土の移動防止に効果が大 

きいが,2年目ころからは生育が極端に減少するようである。木本類は,2年目くらいま 

ではほとんど目立た左いが,W・L • G左どの衰退にともなって,除々に生長力:続いてい 

る。しかし表土の移動が起こっている所では,木本の生立も滅少し,放险すれば再荒廃地 

に移行するように左る。施工当年に若ける追肥手入れが必要とするのは,このようを花崗 

岩類地域の衰退斜面であるといえる。木本類の混插も行なわれたが,草本との競合のため 

十分な生立がみられない場合が多いので,昭和4 4年からは木本の導入にはアカマツ,ヤ 

シャブシ,ヤマハンノキなどのボット苗による植栽が試られている。これらのうちヤマハ 

ンノキの生育が最も良好で,ヤシャプシ,アカマツなどは枯死が多くみられたようである 

が,残存木は良好な生育をしめしている。全般的に木本類の植栽箇所は,锯岩地以外はか 

なりよく緑化が形成されている。施工後の植被形成をみると表ー16のようで,導入従は 

ヤマハンノキ,アカマツの生育がかなリよい生育をしめしているが,施工当初に緑化形成 

が十分でなかつたところは木本類の残存もみられず,裸地化するところもみとめられる。 

やはり,施工後には可能なかぎり早期に積極的に追肥管理をすることが大切で,最も保育 

手入れの要点といえる。表ー16では,在来植生の侵入種類数がかなりみとめられるが, 

まだ点生的で,草本類の表面被覆鱼も少ない。これら在来植生も追肥管理が適切であれば, 

—層促進され,表面土じょうの保護,土じょう化がえられるものとおもわれる。
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表ー16 法面緑被状況(比良山地区•施工後9年)

幽査地番号 1 2 3 4 5
’盜

1全
植物被度(％) 6 0 50 20 80 20

吊

(木
本 〃(％) 10 30 10 80 10 在

草 本 〃(名) 60 50 20 .+ 10
度

出現種教 11 11 9 2〇_ J 10
ヤマハンノキ 1 3 1 1 + V

導 アカマ ッ + 1 A 4 1 IV
ヤシャブシ 2 + n

入 イタチハギ + I
C • R • F + + 1 + + V

a W • L • G 4 3 1 in
R ・ T + I
ヤマツッジ + + + ni
タニウツギ + + 11
ミズナラ + + 11

侵 ノリウツギ + I
ヒメヤシャブシ + I
カナクギノキ + I
バッコヤナギ + I
ドウダンツツジ + I
シ ロ モ ジ + 1
ク り + [
ウ ツ ギ + I

入 イヌツゲ + I
ニガイチゴ + I
ネ ジ キ + I
リ ョ ウブ + I
サ サ 1 + I
ス ス キ + + + + IV
コオトギリ + + U
ヨ モ ギ + I

種 アキノキリンソウ + I
コ シ ダ + I
シ ダ + + n

1__二.ケ + +1 -4-------
uJ______
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2)中・古生層地域

(1)栃木県足尾地区
調査地は栃木県足尾町の北郞で渡良瀨川最上部地域久蔵沢,阿蘇沢地区国有林における 

実寤跡地・ある。荒廃地は標髙7 0 Om〜2.L0 〇加の地域にあるが,調査箇所は9 〇 〇 

m〜L2 0 〇れ附正におけZ貢岩を主とする古生層地区である。足尾気候通報所による資 

•料では,年平均気温似9 9'Cであるが,最低気温はー18。以下にも及ぴ,技雪が少ない 
〇； •{ ' . ：

?で,現地荒廃地では植生被莪かなければ冬期は凍上による斜面表土の刷落,流出を来た 

しやすい。•降水量は年平均1,7 〇 〇^であるが,大半は7〜9月に集中するので,崩壊斜 

.面は乾焕のはげしいところが多く,植生の生育に強い彩彩を及ぼしているものといえる。 

•足尾地区の荒廃地は,標高差が大きく,温か:指数にもとづく栖物分布带をみると,標高 

'5 9 0〜1,2 0 〇以の温帯下部戒(潟苦：指数8 5〜5 5Q),話高1.2 0 〇〜1, 5 0 0 m 

か温帯上部域(同,5 5〜4 5P ),標高1,5 0 0 m以上(同,4 5。以下)の区分帯が 

みられる〇

二足尾地区における航空実播工は昭和4 〇年ころから行なわれ現在まで継続されている。 

從って須:空実痛跡地はすでに広大な面藤に及び,初期の施工跡地はほほ1〇年前後の経過 

事みていZが,調査はごく一部に限られた。つぎに,調査例によって検討してみると,ま 

ナ表-17は,初期の実播跡地であるが,瘠悪な地盤と冬期凍上のはげしさによって,施
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表ー1：7法面緑被状況(足尾地区•施工後10年)

調査地番号 1 2 3 4 5 6 7
常

全植物被度(％) 30 10 30 1 〇 80 20 +

木 本! 〃 (％) 20 + + + + 在・ 占

草 本I 〃(％ ) 10 io 30 10 30 20 +
度 度

出現種数 4. 6 5 4 4 2 2

導

入

種

ア；カマッ 2 . + + + 54
ス‘‘ス キ + 1 1 1 + 2 + V 87
ィ’タドリ

ヨ モ ギ

1
+

2ふ 1 + + -IV
I

54

•. ： 4
侵 リ3ウブ 4- I ■ G
入 イワノガSヤス + + + + + IV 18
種 ヘビノネゴザ + + + + ill 11 

---------- i

工時から縁化形成が十分でなかったところは,ほとんど再荒廃に至っているところもみら 

れる。斜面の全植物の被料状怨も+〜3 0%で侵入植生もきわめて少ないままである。こ 

れらの斜面も,施工技の初期に谀行に・とらわれない洗肥方法によれば,植生の定謂と生育 

を促進しうることも可能なとごろではないかとみられる。表ー18は,施工地の周辺多は

表ー18 法面緑被状況(足尾地区•施工後9年)

- 1 • . - •
調査地番号 1 9 1 3 4 | 5 6 1 7 

___
1 ..
•使

植物被度(％)
1 冷

全 60 60 60 60 '90 90 80

木 本 〃(伍) 20 20 1 〇 10 30 50 7〇, :在 占

草 本 〃(％) 50 50 60 60 70 50 ! 20
度

出現初数 10 10 10 10 10 9 3
度

導
アカマッ 2 2 1 1 3 4 4

や
V. 75

ヤシャブシ 1 1 1 1 + IV ゝ36

ス ス キ 2 1 2 2 3 1 1 V 88
入

イタドリ 2 2 + 1 1 1
一・：

+ V 50- • %.!
W • L • G 1 1 3 3 2 + V 49

a
ヨ ’モ ギ + + + + m ' 13

リ ョ ウブ 1 1 1 1 2 1 1- V 54
侵

夕ーケ、 カンバ + I 3

イワノガリヤス + + + + + + + V 16
入・

シラゲガヤ + + 4- + + + + V 6

•ヒ メ スゲ + + U 19
種

へビノネゴザ + 1 + + + + + + V 6

既存林分があるところで,初期の緑被形成の退行も止まり,W・L • Gがかな、り残存して 

いる。不安定土初がほぼ流出し,表土の移動の少なくをった斜面にはススキ,イタドリな 

どが定着し,イワノガリャス,シラグガキ,へビノネゴザなどの在来植生が回復している。 

木本類では,リョウブの生立が拡がりつつあるところである。全植被が50%前後のとこ 

ろでは,追肥が望まれるところでちるが,慣行景にとらわれない施肥を試みる必要があろ 

う〇表ー19, 2 0は,施行後7～8年を経過したところである。4 8年に追播,追肥を
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表ー19 法面緑被状況(足尾拋区•施工後8年)

調査地番号 1 2 13 4 5 6 7
常 優

全 植物被殴(％) 70 60 ! 60 > 80 80 70 80

木 本 〃(％ ) 10 10 1 〇
；10 10 1 〇 10 在 占

草 本 〃(％) 70 50 50 ;80 80 70 70
度 既

出現種類 13 12 11
一・….

9 9 7 7

リョウブ + + + + + 1 1 V 40

導 ヤシャブシ + + + + IV 33

アカマツ + + + 1LI 32

ス ス キ 2 3 3 5 5 2 2 V 81
入

W • L • G + 2 2 1 1 4 4 V 49

イタ ドリ 1 + 2 1 2 2 V 71

種 ョ モ‘ギ + + + + + 1 1 V 40

R • T 1 + 1 + + IV 22

ミズナラ + I 1
侵 ツルウメモドキ + + 11 5

イワノガリヤス 1 + 1 + + + + V 24

ウ ド + I 9
入 •

ヒヨドリバナ + [ 1

トダシバ + I 5

種 ヘビノネゴザ + + 1 1 IV 9

シ ダ : + + n 9
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表ー 2 0法面緑被状況(足尾地区•施工後?年)

薦査地番号

—
1 2 3 4 5 6 7

常
全 植物被愛(％) 80 70 70 80 80 70 50

優

木 本 〃(％ ) 10 1 〇 1 〇 1 〇 + 1 〇 20 在 占

草 本 〃(労) 80 70 70 80 80 70 50
度

出現極数 8 8 8 7 8 7 8
度

ヤシャブシ + I 4
群

ス ス キ 3 4 4 3 5 4 3 V 100

入 イ タ ドリ 2 1 + .2 1 1 + V 49

種
W • L • G 1 1 2 1 + + V 29

ヨ モ ギ 1 1 n 31

リョ ウブ 1 1 1 1 + 1 2 V 54

侵 ヤマツツジ + I 6

ミヤコザサ + I 3

入 ヒメ スゲ 1 + + 1 1 + 1 V 15

イワノガリヤス + + + + + + + V 15

種 シラゲガヤ + I 3

ヘビノネゴザ + + 2 + + + 1 V 16

行っているが,慣行的なこれまでの施肥量ではほとんど生育の変化がみられないところも 

ある。木本類をみるとヤシャブシは3 〇〜9 0瑚,アカマツは2 5〜5 〇皿,リョウブは 

10-13 〇皿に生育し,草本類は導入種が衰退しススキ,イタドリがこれに代って表面 

の保護機能を十分果している。このほかイワノガリャス,ヘビノネゴザなどが全面的に生 

立している。表一 21,2 2は,施工後5〜6年を経過した斜面であるが,施工当初にお 

ける導入草種の緑化形成が不良であったかまたは,衰退後にはススキ,イタドリがこれに 

代って緑被を保ちつつあるところである。在来植生ではススキの増殖がみられ,このほか 

イワノガリャス,へピノネゴザなどの侵入定着の早いことがうかがわれる。リョウブは実 

播によって生立したもののほか,自然に生立したものが多いものとみられる。表ー 2 3,

24は,施工後2, 3年目の斜面であるカ, 導入したW- L • G,ヨモギを主とする緑化
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表ー21 法面緑被抉況(足尾地ス•施工後6年)

〇 2地 番号 1 2 3 4
1 5 6 7

-常
全 物 核 度(％) 70 60 60 70 90 90 70

優

木 本 ,(%) 10 + 20 30 60 60 ! 30 ・在 占

草 本 / (%) 70 60 50 40 40 40 | 4 0
度

出 現 以 12 j 11 10
•

6 6 6 7
1

リ ヨ ウ ブ
1
! + 1 3 4 4 3

1
V 85

導 ヤ シャ ブ シ
1 ,

1 + 2 111 43

ス ス キ 3 3 1 2 2 i 2 2 V 99
11 イ 夕 卜’ リ 1 2 1 1• 1 1 1 V 71

• ヨ モ ギ 1 3 I • HL 36

!入 R • T 1 + 十 III 13

〇 • G +
••

+ U 6

1 - T i + + II 6

K • 3 1 • F + 1 !
6

種 C • R • F + i i : 6

: W • L G
.1

+: i 7

イワノガリャス 3 2 3 +
T

+ i + + V 50
侵

ウ ド + +
・・

u 5

入

コ

ヒ

オトギ

メ ス

リ

ゲ

+

+ + + +

I

111-

4

11

種
へ 二’ノネゴザ + + 1 2 2 i V ' 39

コ ケ L
!

1 i 2 I 7

表ー 2 2 法面緑被状況(足尾地区•施工後5年)

祯查池旃号 1 2 | 8 4 5 6 7
當 侵

全 植•物彼瓯(务) 80 90 60 60 50 50 50
木

1
本 〃(％) + + + + + + + 在 占

!草 本 〃 80 90 60 60 50 50 50
ほ 度

ヽ : 8 8 5 5 5 4 4
リョ ウブ + $ + + + + + V 18

導 ヤシャブシ + + II 13

入
イ タ ドリ 3 4 4 4 3 3 3 V 93

ス ス キ 4 1 2 2 3 1 1 V 80
種 W • L • G 1 1 11 17

ヨ モ ギ + + 8

侵
イワノガリャス + | 1 1 + 1 1 V 19

入
ヒヨドリパナ + 1 I 2

料
ヘビノネゴザ + + + UI 6

1_______
シ ダ

___________________  __
+ + I □

2 I

表ー 2 3 法面緑被状況(足尾地区•施工後3年)

調査地番号 1 2 3 4 5 6 7
常 腹

全 植 物被度(冬) 50 60 70 80 80 90 90

木 本 "(%) + + + 10 1 〇 + + 在 占

草 本 "(%) 50 60 70 80 80 90 90
度 度

出 現種数 9 10 9 8 8 7 7
7 カ マ ッ r 十 + + + + + V 21

導 リ ョ ウブ + + + + + + V 10
ヤ シャブシ + + + + + IV 30
W • L • G 3 2 3 • 3 .3 5 5 V 83

入 ス ス キ 2 1 + 1 1 2 2 V 83

イ タ ドリ 1 1 + 2 2 1 1 V 63
ヨ モ ギ 1 + + 1 1 1 1 V 49

種 R • T + + + in 6
〇 • R • F + 3 n 14

侵
入
種

へ

シ

ピノネゴザ

ダ

+ + 、+ +
- +

+ 

____ +

IV 

n

15

18
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表ー 2 4 法面緑被状況(足尾地区•施工後2年)

調査地番号 !,2 3 4 ： 5 i 6 : 7
I I1 *1_- 1ーパ •

當 優
全 植 物被 度(％) 70 80 80 70 80

1
80 80

木 本 (%) 10 + + 10 + 10
1

10 !在 占

草 本 (%) 70 80 80 80 80 80 80
度ー 度

現種 数 10 7 7 8 6 6 6

リ ョ ウ プ 1 + + 1 + + V 14

導 ヤ シャブ シ + + + + + IV 30

ア カ マ ッ 1 + + UI 5

入
W 

ス

• L •

ス

G 

キ

2

3

3

3

4

3

2

3

4 

2

2

4

2

4

V

V

64

100

イ タド リ 1 1 1 1 1 1 1 V 40

種 ョ モ ギ + + + + + + + V 31

〇 • R • F + I 1

侵 ヒ メ ス ゲ 4- + + + + IV 20

入 へ ビノネゴザ + I 2

種 シ ダ + I 2

工用草はまだかなり繁茂している。しかし3年ころにはか左リ衰退してくる状況が推察さ 

れる。全植被が6 0%ていどの斜面では,早急に追肥をする必要があり,表土の移動がは 

げしく左らない時点で,緑化の確実な回復,定着をはかることが大切である。実播によっ 

て生立したアカマツ,ヤシャブシ,りヨウブなども全面的に残存しており,虫害や,獣害 

その他凍上害をどをのがれれば,林我形成が十分期待されるところである。

3)火山堆積物地域

(1)長野県八ヶ岳地区

調査地は長野県南佐久郡小海町八ヶ岳国有林で,標高は1,80 〇〜i,950加附近の亜 

高山地域である。基岩は輝石安山岩であるが,表層には火山堆積物(ローム)が堆積する 

ところもある。調査地附近は,年平均気温約9C»最低気温はー 2 2P以下とみられ,年 

降水髭はL13 〇砌ていどである。標高が高く,亜高山帯域にあるため,植物の生育期間

-28 2—

が短いうえ,凍上等による不安定左表土の生成が多く,施工前に人為的に補助工を行なわ 

をければ,導入植物の発生,定着にはきわめて不安定がともなうこととなる。このため, 

航空実疝に先だって,表而の不安定石磔は石筋工として整理して表土の移動を抑制すると 

ともに,植生の定分"をはかるために斜面長3 m間隔に蝠IOceの溝切りを行ない,1〇〜 

15 m間隔に小階段を設けるなどの緑化基礎工が行なわれている。実播・種子は商標高地域 

のため,耐寒性のC• R・F, R•Tおよびホワイトクローバー(Wh・C),チモシー 

(Tim )が用いられ,在来柚物ではヨモギが混播されている。表土が少ない斜面では 

部分的に裸地・を生じているところもあるが,表一 2 5, 2 6はR・T, C・R・Fなどに

表一 2 5 法面緑被状況(八ヶ岳地区•施工後4年)

調査地番号 1 2 3 4 L5
1

6 1
全 植物被度(％ ) 100 100 100 90 30 80 吊

木 本 〃(俗) + + + + + 在

草 本 〃(％ ) 100 100 100 90 30 80
•度

出現種数 10 10 7 7 7 12

導
R • T 3 5 3 5 2 5 V
C • R • F 5 • 3 4 2 1 2 V

入 Wh « 〇 + + + + + V

種
ヨ モ ギ + + + + + IV
T i m 2 3 n
キイ チゴ + 1 n
ダケカンノヾ 4- + fl

侵 クサイチゴ + + □

ニガイチゴ + i
ベニバナイチゴ + i
ャハズハンノキ + i
カ ラ マ ツ + i

入 イ タ ドリ 1 + 1 1 + V
ヤマホウコ + + + + IV
アズマヤマアザミ + + n
ユウガギク 4- 4- u
ノガリヤス + + n

種 ウラハダサ + i
フ キ + i
シ ダ L + ! i
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表ー26 法面緑被状況(八ヶ岳地区•施工後3年)

調査地番号 1 2 3 4 1 5 !占 
〇

f 11

! 當
全植物被度(％) 100 70 70 30 80 90 «1
木本 〃(％ ) ! + I + 1 + :+

i在!

草本 〃(％) [100 701 70 30 80 80 1
1 匿

出現従徼 1 9 ] 〇 9 5 11 10

R • T 5 4 4 2 5 4 V
導

C • R • F 2 3 3 1 3 3 V
入

T i m 2 I
種

ヨ モ ギ + + + + + + V

キイ チゴ + + + 111

バライチゴ + + 11

ダケカンパ
:

+ I
侵

・ンラベ + I
ヤマホウコ •+ • + + + + V

フ キ + + + + IV 11
イタ ドリ + ■ + •.. + 111

アキノキリンソウ + + ヽ
U

|オトギリソウ
I" 
+ + 11入’

ウラハダサ .1 ■ + + U
ユウ’ガ;ギク 4- + 1J

フジアザミ + I

ノガリヤス + I

ゥ :.ド: + I
ス ギ:ナ + I

種
アズマヤマアザミ

• •.
+ I

ホタルブクロ + I

ス 1ゲ
1 —

+ I_____ [
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よる被扱がよく保たれているところである。左お、実播混和材料を団子状に散布するベース 

方式の実播によったところでは,面的を被覆が十分形成されず,冬期の凍上害などによる 

影招のはげしい地域であるため,次第に退行し再荒廃に至る斜面もある。侵入植物では木

本類はまだ少左 < ,草本類ではイタドり,ヤマホウコ,フキ,ノガリャス,ウラハダサ,

オトギリソウなどがみられる。表ー 2 7は,古生層の閃緑安山岩質の基盤斜面で,土壤の

表ー 2 7 法面緑被状況(八ヶ岳地区•施工後6年)

調査地番号 1 2 3 4
常

全 构物被度(％) 10 0 60 100 60
木 本 〃(务) + + 20 IE
草 本 〃(外) 100 60 100 50

度
出 現種敘 12 7 18 1 〇

コバノヤマハンノキ(植裁) + + UI
導 ヤマハンノキ(植栽) + 1

ヨ モ ギ 5 3 4- 3 V
入 R • T 5 4 5 IV

イ タ ド リ 4 + 1 IV
種 Wh ・ 〇 + 2 IU

K • 3 1• F + + HI
ヤハズハンノキ + I
ダケカンパ + I

侵 ヤ ナ ギ + I
バライチゴ + I
ヤマホウコ + + + + V
ホタルブクロ + + + + V
アズマヤマアザミ + + + IV

入 ミ ゾソバ + I
ツ 、リフネソウ + I
フ キ + I
タネツケバナ + I
オトコヨモギ 2 ! I

種 ウラ八グサ + I
カワラニンジン + I
ス ゲ + —JL_J
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堆積もみられ,湿度条件もややよいとみられるところであるが,導入種は,R - Tのほか 

ヨモギ,イクドりが多く残存している〇侵入種はヤマホウコ,ホタルブクロ,アズマヤマ 

アザミをどがか左り繁茂するところがある。

a実播跡地における植生推移の做況

実播施工地における法面緑被形成(種類組成)の実態は前述のようである。各地域内におけ 

る経年別の調査箇所は,固定地点についての経年的爾査ではないため,年次を追って改善がは 

かられてきた実播内容その他施工条件や,調査箇所の局所的な立地条件にもとづく緑被形態差 

が大きく現われ,限られた調査地点や調査内容では,植被構成の推移を必らずしも十分考察し 

うる資料とはなら左かった。しかし,経年的な施工跡地斜面からえられた主な地域におけるい 

くつかの例によって,実播跡地法面の植生推移をみると次のようである。我ず花崗岩類地域の 

恵那山地区にお•ける調査資料によって総合的な植被状況をしめした図一1によると,導入植物 

は,乾燥と瘠悪なこの地域に応じて,W- L • Gが多く導入され,初期の被覆効果を果してい 

るが,立地条件および種の生育特性にもとづく現象として緑被率は潮次低下している。K-31 

• Fはこの地域では比較的陽光の弱い斜面か表土の多い斜面,そのほか土じょう湿度条件のよ 

いところに生育がかたよっている。しかし,K • 31• Fの生立したところではW・L • Gに 

くらべて顕著左衰退はみられ左い。R • Tも初期の生育は旺盛であるが,漸次退行するのがみ 

とめられる。またこの地域では在来草本類の侵入生立は比較的少ないが,ヤマホウコ,ススキ 

などが徐々に増加するのがみとめられる。木本類の生立は凍だ少なくコナラ,リョウブ,ヨダ 

ソミネバり左どが一部に点生するていどである。全般的には初期に緑被が全面的に形成された 

斜面では,導入植生の退行につれて自然植生,植栽樹種左どによる緑化形成がすすみ,全植被 

は維持されている。図ー 2は,導入植物と侵入植物を総括した草本類,木本類別の経年的な傾 

向をしめしているが,施工初期から緑被形成がよく,導入木本類の活着のよい斜面では,草生 

による一定の地床被梭を保ちをがら,木本の生長が進行しているのがうカ、がわれる。左お図一 

3は,法面植被を生活型別,経年別にしめしたものである。前述のように,今次調査にあ、ける 

経年別の調査は,固定地点の経年資料ではないので,厳密左経年的変化とはいいがたいが,生 

活型別の組成は植被の推移をかなりしめしている。全般的には敬年の経過にすぎ左いので之だ 

Th(1年生植物),H(半地中植物)が優占する初期植生であるが,木本類は植栽したもの 

のほかにもかなり生立しはじめているところがある。図ー4は花崗岩類地域の新湯県薬師庄国 

有林地内の資料であるが,全般的な植被形成の傾向は恵那山地域に類似している。をお,法面 

植生の生活型を経年別にしめした図ー 5でも,草本類の構成の状況と,木本類の構成の推移は, 
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概括的に一定の進行的な変化をしめしていることがみられるカ;,木本類は年次による施工条件 

または斜面表土条件による変化が大きく,3年目にむけるM(木本)は,活潘生育のとくにょ 

い地区である。図ー6は,花崗岩好i地域の丹沢山地区の資料で,木本類は,航空実播工による 

草本との混播によって生立したものであることに,とくに注目する必要がある。混播によって 

も,木本の生立,林叢形成が十分进成されることがしめされている〇また図ー 7は,花崗岩類 

地域の比良山地区にむける資料であるが,木本類は導入種のヤマハンノキ,アカマツ,ヤシャ 

ブシの生育は良好であるが,侵入種の生育は緩慢であろ。中・古生価地域における栃木県足尾 

地区の法面植生の被覆状況およぴ生活型組成の経年的左状況は図ー8, 9のようである。施工 

初期から被後が保たれている斜面では,導入植生は3〜5年ころーまでにはかなり進行するが, 

これに代ってススキ,ヘビノネゴザ,イタドリなどが定清するので,地表の保護機能はかをり 

保たれている。木本類で優占するものは導入和iのヤシャブシ,アカマツなどが,侵入植物では 

リコウブがかなり定着しはじめている。

4.緑化不良地,早期衰退地の手入れ保育

1)緑化衰退地にお、ける追肥試験

緑化工施工地における施肥(基肥および追肥)の効果は一般に顕著で,施工当初の生育不 

•良や衰退傾向の緑化斜面では,追肥を欠くことはできない。従来,事業が継続的に行なわれ 

ている現地では,追肥管理が行なわれているところが少なくないが,実際には最も効果的な 

施肥期や立地条件に応じた施肥内容については,必ずしも適切に行なわれているとはいいが 

たい〇従来,施肥については,荒廃地以外の分野も含めて多くの施用例があるが,一般に慣 

行的,かつ画一的な施用が定着している。もちろんこれはでの施用期,施用觉などの例は, 

多くの研究結果や,経験的な認識によるものではあるが,荒廃地の•劣悪な基雄を念頭にむけ 

・ば,荒廃地における恒続的な緑化復旧には植物の生肴環境の好転をはかることがまず基本と 

されるべきものと思われるが,この点からは十分適切な施肥内容とはいいがたい。fにこ 

れまで緑イ匕斜面に施用されている施肥危は,、まず基肥の場合では,窒素成分で1〇〜15

• ノ/就ていどで,ことに実播の際液肥を用いる場合は薬害を配慮して1〇ケノけが安全な限 

度とされている。また追肥を行なう場合も,基肥の半量以下とする考えが普通である。しか 

し,本来このていどの施肥觉は,苗畑や一般の耕作地等における良好な地盤のところにおい 

て,一定の生産蛍をうる場合に適当な施肥量とされているものである。これに対して劣悪な 

基盤では有効な養料が極めて少く緑化不良や早期衰退を生ず一る斜面では,根本的な対応が異 

なるべきものであろう。つまり養料条件が著しく異なるものであることを十分認識する必要
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がある。すなわち,い咬林地土じょうに含まれている我料をみると表土 3 Omに含まれる窣 

素量は,15 〇〜L1〇 〇［/麻とされるが,これに対して花崗岩荒廃地や,福色ロームを 

どの基盤における養料は,わずか5〜5 0 7/府とみ左されるにすぎない。ところで,圃嶋 

やその他良好な土じょうにおける施肥では1〇〜15升/尿ていど用いているのに,癖悪な 

斜面でも一般にこれと同じていどの施肥量に限られているのが実態である。いわ緑化被覆 

に効果的な草生强が,2 〇 〇〜5 〇 〇 9-/rriていどくあるとすれば,これに相当する窒素量 

はすでに約5〜15戸/なとなるが,地山土じょうや未熟土じょうでは,施用した肥料の流 

亡や土壤粒子への吸着力:多く効果が著しく低下するのであるから,実播跡地で衰退が生ずる 

斜面が少なく左いのも当然である。もっとも施肥の重要さが認識されていても,一時に多@ 

に施用すれば,肥料による薬害や,流失量が大きいことから,一回の施肥體:には一定の限度 

がある。施工初期の施用量・に制約があるとすれば,壻悪斜面では必然的に早期に追肥を行左 

って,養料の補給をはからねば左ら左いものである。従来,追肥は一般に基肥よりも少左く 

施用されているが,荒廃地において持続的な緑被を形成するためには,立地条件に応じて基 

肥と同じていどかさらに多くすることが望まれる。ことに草生後の斜面では後述のごとく 

2 〇〜3 〇 9■/rd以上の施肥でも全く肥料ヤケの彩響はみられなかったことからも,劣悪な 

荒廃地斜面では,まず,植物の生育が十分促進されうる基盤条件をつくることが必要である。

つぎに,追肥方法に関して現地に設定した試験プロットにお・ける結果について考察してみ 

ると次のようである。表ー 2 8は施肥内容で,肥料の種類は普通の化成肥料とコーティンク

京 A:コーティング肥料

B :粒状化成肥料

表ー 2 8施肥内容(窒素施肥遂)
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肥料(緩効性)を用い,施肥居は窒素5, 2 〇, 4 0 7/をとした。対象地は,中・占生偕 

の際質基盤で,導入植生はW-L -Gを主とし,ススキが混生した疎生斜面である。施用当 

年における緑被状況は,表一 2 9のようである。なお風乾重址によってしめすと図ー10に 

みられるように,劣悪基盤における衰退斜面では,従来のよう左では多少の効果は 

みられても,短期間に再度衰退現象がみられることが少なく左いように,まだ揆料がいかに 

不足しているかをしめしている。この施肥劾果は決して必要以上の生長饥をしめしているも 

.のではなく,劣悪な荒廃斜面では施工当初には・まず,地盤に十分定着した縁被を構成し,か 

っそれによって自らも基密培養をはかりうる％で維持・保育されるのでなければ,恒続的な 

緑被形成が促進されないことをしめしている。

2)施工方法と手入れ保育

航空実瘩工は,本来告力的な工法であるため,基盤安定のための土木的基礎工が行左われ 

がたいことや,追肥が必ずしも適期に十分行左われがたいこともあって,瘠悪な基盤斜面や 

気象条件のきびしいところでは,緑化形成がかなり不良左結果を来たすところも少なくない 

のが実情である。しかし,航空実播工の開発以来1〇年前後を経過し,この間緑化資材(適 

種子,混描方法,肥料,養生材その他混和材)および施工方法については多くの試行が行左 

われ,諸種の改善・開発が加えられてきた。一部可能左地域では,積極的に斜面基礎工を施 

エすることが考えられ,斜面に幅1〇血ていどの簡易左筋切りや,幅3 〇〜6 Omの小階段 

をL 5〜a 0 m間隔に行左う方法のほか,1〇〜15 m間隔に擁壁や階段が施工されている 

場合もある。現地で観察され考察されたこれらの工法について,施工後の手入れ保育と関連 

して考察されたことを概括的にのべてみると次のようである。

(1)普通実播跡地の手入れ保育

航空実播工の大部分は,斜面の整備を行をわないまま荒廃裸地に実播資材を直接散布す 

る方法によっている。この場合一般に傾斜が緩いところや,表土の保たれているところで 

は緑化形成が十分保たれている。しかし,花崗岩その他の瘠悪かつ乾燥し易い斜面では, 

これまでのよう左施工当初の実播資材のみでは,十分な縁化形成が得られないところカふ生 

じてくる。このようなところでは,施工後可能左かぎり,できれば施工当年(1〜3カ月 

後)に追肥を行なうことができれば,顕著に緑化形成•を好転しうる場合が少なくないと考 

えられるものである。適期の追肥が確実に行なわれれば,航空実播工をはじめ,一般吹付 

斜面等;Cおいても,省力的な特住を十分活かした確実な緑被形成技術が確立され,効果的 

な近代的緑化工法として定着しうるものと考えられるものである。

—9 Q (\—
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図一1 法面植被の推移(恵那山地区)

図一 2 法面植被の推移(.恵那山地区)

—2 9 1-



図一 3 法面植被の経年別生活型組成(恵那山地区)

生活型：Th •1年生植物,II ・半地中植物,G •地中植物
Ch •地表植物,L ・つる植物,N •低木,M •高木

図ー 4 法面植被の推移(薬師岳国有林地区)
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E •着生植物

図ー 7 法面植生の生活型組成

(比良山地区)

図ー 8 法面.植被の推移(足尾地区)
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(F/m*)

図ー1〇 施肥仙と衰退植被の回復
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(2)基礎エ併用実播跡地の手入れ保青

瘠悪な斜面にお、ける初期緑化の不良を改善するため人力的に緑化基礎工を行ないうる地 

理的,地況的条件のところでは,斜面に幅•深さ5〜1Omていどの小溝を切り,あるい 

は3 〇〜6 Ocmていどの階段を切りつけることも行なわれる。これによって急斜面や乾燥 

の著しい斜面では実播材料の定若およぴ発芽•発生のための条件がか左り有利となる。こ 

とに冬期の凍上害などによって屈落しがちな斜面では,筋工部分に緑化形成が保持されて 

効果的である。しかし,筋間斜面は依然として,必ずしも緑化が十分でなく,そこから次 

第に裸地化することも少なくない。従って急斜面や,筋間が長い場合には,全体の緑化形 

成は十分えられないこともある。施工初期には緑化が面的に形成されることが肝心であり, 

この点からは小溝や筋間隔がせ决いほど有利ではあるが,筋を多くすれば人力を多く要す 

ることや,浮土砂を多く生ずる結果にもなるため,強雨や凍上によって,侵食を生ずるよ 

うな弱点を残さをいように留意することが必耍である。小灣・筋工施工によっても,筋間 

斜面の衰退がみられる場合には,遅滞なく早期に追肥を行なう必要がある。

なお,筋エ小潸部分には,斜面から流下する粧子が集まるため,木本類を混播してもこ 

の部分では草本との競合がきびしくなることが多いので,木本は必ずしも容易には生立が 

期待でき左いものである。したがって階段や筋切りなど,人力的施工が行なえるところで 

は,周辺植生の木本枝条を長さ3 〇〜1〇 〇血ていどにして柵状に埋幹導入し,施工初期 

の土砂の移動抑制や,林叢形成の促進をはかることが望ずしいことといえよう。埋幹に活 

用しうる木本類としては,ウツギ,ノリウツギ,ニシキウツギ,ヤナギ類,ツツジ類,ア 

キグミ,コアカソ,リョウブ,アセビ,イヌツゲなどがある。

(3)植栽先行実播跡地の手入れ保育

生長の早い草種を多く活用したこれまでの実播エ跡地では,混播による木本類の生立が 

はばtれることや,在来木本類も容易には侵入しないことが問題とされている。また,草 

生地へ苗木を植栽しても活着がわるく,草生との競合のため衝次消滅することも少なくな 

いようである。このほか,草生斜面へ植穴を掘ると,植被がかなり埋没し不安定土砂を生 

じ,急愉斗地では土砂の移動や再荒廃を来すことがあるのも問題とされる。このため,最近 

では苗木植栽を先行してから実播を行なうことも試みられるようになっている。

航空実播工は,もともと地理的,地況的に人力施工が制約をうけるところに行われるこ 

とが多いものであるから,実播に先行して苗木植栽を行うことは,何れの地域にも適用し 

うるものではない。しかし,立地的条件がよく,人力施工が可能なところでは,林叢形成
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促進のために页安左検討钦題といえ.ろ。先冇裁によって木本の導入をはかった跡地はま
・. • •;・ ・う"；…ヽ,. ”・ ,

だ少左いので,その実態を十分把握することはできないが,これ眛での施工地において観 
. •’シ •. .・ナ z •ヽ,: ,

察されたところをみると次のようである。

植裁のための基怨聲備は必すしも十分行えるものではないか,擁壁エやPNC板エ,あ 

るいは古タイヤ等によって土止工を行左い,この官3分の段上にクロマツ,ヤマハンノキ, 

オオバヤシ丫ブシ,・イタチハギなどを導入したところや,作業の便も配慮して設定した階 

段に植栽したところは活疝およぴ生育がかなり保たれている。しかし,斜面部分への直接 

的な横裁は簡易な穴になるため,瘠惡な花崗岩類やそのほか地難の硬いところでは,活游 

もわるくその後の生育も十分ではない場合が多い。斜面への植栽は可能左かぎり植穴を大 

きくするほか,施肥を多くして生長を促進する必要かある。草本の根系との；^合を考慮す 

れば,草本の草丈以上え樹草が保たれるような比較的大きな苗を用い,根系部も深坊に導 

入されることが望双れよう。

先行植栽にかける苗木め活為や,生長促進,林叢形成への技術的な検討,改物に供!して 

は今後に多くの問題が残されている。いずれにしても,楹裁作業によって生ずる不安定斜 

面を,実插エによって確実に被覆固定することが大切で,必要によって早圳の迫肥手入れ 

を怠ることはでき左い。

2)その他手入れ保育

⑴追 ・播 . ■:

施工初刷の生育不良斜面や施工後’の崩落部分で•は,可能な限り早期に追播手入れを要す 

ることはいうずでも左いが,このほ力、,衰退’の顕著た斜面でも追镭が望まれ,草丈の低い 

草本斜面や梢被が6 〇〜7 0 %ていどの法面植被のところでは,木本顏を追孺導入すろこ 

とが配慮されてよい」しかし,追播を行う際には種子・が地表に密着して,発芽お、よび初期 

生育に必要な淫度条件カ?えられ左ければ効果力；あがら宏いので十分左注意がいる。衰退斜 

’面セも草生がまた比鮫的面的に残存する斜面への木本類の追播については,さらに基礎的 

な検討をまたなければ左らない'ことが多い。

⑵虫害,獣害・

実播斜面お.1•び木本植栽斜面を通じて,緑化跡地は比較的単純な.種類構成の植生となる 

’ため,時には虫害がかなり発生することがある。在来草種でもイタドリ,ヨモギなどはマ 

,ダラカミキリの中間寄主となり,キマハンノキ,ヤシャブシ類,ニセアカシアなどの根元 

•幹部を食害し,根倒れや枯損を来’すことが少左くない。また,根粒樹木類は,樹種によ
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ってハンノキハ厶シ,シャクトリムシ,コガネムシなどの食害をうけることも少なくない。 

扱它のひどいときには菜剤による防除対策を要することもあるカ;,適期に十分行ない難い 

ものであるから,やは•り肥培借理によって生育を旺盛に保持することが重要と思われる。

また,航空実厢跡地に限らず咨入木本類はウサギ,カモ・ンカ,シカやネズミなどによる 

食杳をうけることか少なくない。萌芽再生しやすい広葉樹禁は比較的よいが,マッ類やヒ 

ノキ,スギ,モミ,カラマツなどの針案対類は食茬:の影髀は基大である°猷害については, 

忌避剤やピニール袋や多檢ネット,防護柵などによる防護対策もちるが,いずれも万全で 

はなく,それに要する烽毀も少なくをいものである。

実播による林鼓形成跡地などの般察からは,草生地に混生した2〜3種類の木本が,密 

度がたかく生立するところでは,全体上しての被害は感波され,肥培管理によって積極的 

な生長をはかれば,林叢形成が達せられるようにみられる。

N澱 括

航空実播工が開発されたのは昭和3 8年頃であるが,その後各地で試行が垂れられ,山地荒廃 

地に毎ける早期の緑化回復に定着した工法となってきた。この調査では短期問にできるだけ広い 

地域を対象に,全般的左緑・被形成の実憩と恒続的緑化への誘導のための手入れ保育に関して,そ 

の•要点となる爭頂を明らかにしようとした。もっとも,航空実播エ跡地は,敬初の頃に行なわれ 

たところでも•まだ1〇年前後にすぎず,多くは数年程度のところで,木本植生による菠生〜林地 

化をみるところは少東い。したがって,施工の初期における緑化不良斜面や,衰退斜面に志、ける 

緑化回復のための手入れ保育に関すること左どが現実的な検討事項となった。

暁た,集中的に施工が行われた地域でも,關査はごく限定された箇所となり,全国的な立地条 

件からみてもごく限られた地域を調査したにすぎないので,必ずしも十分左検討考察とはなら左 

かった。しかし,一部地区にむける追肥等に関する現地ブロット試験等とも併せて,手入れ保育 

に関する基本的な要点についての指針はえられたものといえよう〇次に旁・察された要点をはとめ 

てみる。

航空実播工は,一般に植生導入のための基盤整備が行われないま荒廃斜面に直接的に軽度 

の緑化資材を散布するものであるから,緑被形成が立地的条件に影瓣されやすいこともあるのは 

やむをえない。しかし,施工当初における不利な緑化形成も,施工後の追肥を主とした手入れ保 

育によって効果的に強化しうるところが少:なくない。

施工方法別の実態について保育的な見地から考察されるところをみるとa)基礎工を行わず
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に荒廃斜面に直接散布する方法が普通であるが,花崗岩類地域をはじめとする急斜堅地盤その他 

瘠悪・乾燥斜面などでは,導入植物の顕著な早期衰退箇所も少なくなく,早期の手入管理が大切 

である。導入植物の衰退斜面では在来種物の侵入生立も少左いので,裸地化が進行する前に,適 

切な追肥管理が必要である。立地条件と実播内容によっては翌年早期はもちろん,施工当年中に 

行左うことができれば,緑化維持が効果的に形成される場合も少左く左い。施肥量は慣行的左施 

用に限らず,衰退の著しいところでは,窒素成分で1〇〜3 〇ワ/をを弾力的に施用することが 

できれば,瘠悪地盤における緑化形成は一屈促進されると思われる。b)実播に先だってあらか 

じめ斜面に簡易な筋切,階段を設ける場合は,急斜地,乾燥,貧養地などでは効果的である。し 

かし,凝上そのほか立地条件のきびしいところでは斜面部分の衰退裸地化を生ずるので,前述

a)のような早期の追肥管理が大切である。なお,緊縛効果のたかい林叢形成促進のため,筋 

切,階段等には発根しやすい木本枝条を活用した埋矜方法の検討が望ましい。c )実播に先行し 

て木本類を植栽する方法では,•瘠悪な基盤では苗木の活着の向上や,生育促進が今後の検討課題 

である。草生緑化や衰退斜面の回復には前述のように追肥管理を的確に行うことが大切である。

なお,これ辰での実播内容では,一般に混播による木本植物の生立はきわめて少ないが,混播 

割合を改善したところでは,実播によって数種の木本が混生生立するところもみられる。草生燈 

の少ない斜面では施工後3〜4年ころから木本類の生立がみられるように左る。瘠悪な地盤では 

この時期に施肥管理を行って木本類の生育を促進すれば,林我形成には一層効果的と思われる。

なお,直接技術上の問題ではをいか,実孺による林鼓形成をはかるためには,緑化工に適性の 

たかい木本程子の生品増強が必要である。
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